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酷暑の夏、来館者数が減りました。秋に向けて復活を！ 

今夏の活動は天気の影響を大きく受けました。公民館行

事を振り返りますと、６月はグラウンドゴルフ大会雨天中

止に始まり、ふれあいナイターも雨天中止が相次ぎまし

た。７月は梅雨明け以後まとまった雨が降らず、過酷な暑

さが続きました。そのため、当日の活動を急遽休止した教

室・クラブもあります。蒲郡祭りの日（７月２８日）は、

朝から 30℃以上の気温になると予報されたため、早朝ソ

フトボール大会を延期したほどです。 

この猛暑の中でも、公民館の植物は半日陰の環境に馴染

み、館長による水遣りの甲斐あって、瑞々しさを保ってい

ます。「水分補給の大切さ」を実感します。８月下旬になっ

ても暑い日が続きますが、野原からは虫の声が聞こえるよ

うになり、秋が近づいています。今後、９月の敬老祝賀会、

10 月の地区民体育祭に向けての準備に熱が入ります。 

各地区の盆踊り、昨年を上回る盛況  

                          

  

 

 

 

 

 

 

 「拾石チャラボコ太鼓保存会」市民憲章実践者表彰 

７月３１日（水）、蒲郡市民憲章推進協議会総会にて、拾石チャラボコ太鼓保存会さんが

表彰されました。おめでとうございます。 

保存会の皆さんは、大祓式、元旦祭、年３回行われる              

お祭りでの奉納太鼓に尽力、また定期的に練習を行い、

保存会員・町民（成人・子供）への指導などで伝統芸能

の保存継承に努めておられます。町内のみならず、塩津

公民館まつり、塩津地区敬老祝賀会、市内中学校 1 年生

への太鼓体験授業、全国うどんサミット in 蒲郡など、多

くのイベント等に参加し、活動を行っています。 

９月１５日の敬老祝賀会にも出演されますので、是非

ご鑑賞ください。 

 

令和６年度 塩津地区敬老祝賀会開催のご案内 

１．日 時   令和６年９月１５日（日） 午前８時３０分開式 （午前中にて終了予定） 

２．会 場   塩津小学校 体育館 

３．受 付   午前８時より 塩津小学校体育館西入口にて（ハガキをご持参ください） 

４．演芸会   プログラムは次のとおりです。 

 

公民館の裏庭（瑞々しい緑） 

 

玄

関

脇 

 ８月３日（奥林）を皮切りに、９日から１４日に

かけて各地区で盆踊りが開催され、どの会場も賑わ

いました。２夜連続（３地区）・３夜連続（１地区）

で開催した地区もあり、大勢の人が盆踊りと模擬店

を楽しみました。また、松田・鹿島南・拾石・川東・

町区については青少年健全育成の地域ふれあい活動

として開催。子供からお年寄りまで、地域の人との

微笑ましい交流の場となりました。 

塩津地区民体育祭 １０月２７日（日） 塩津中学校にて午前中開催 

※ 詳細については来月号と回覧版でお知らせします。 



第４６１号  塩津公民館だより   令和６年（202４年） ９月号               第４６１号  塩津公民館だより   令和６年（202４年） ９月号 

 

 

 

 

                                       
昔の塩津を空から見ると 

塩津小学校校歌の冒頭にある『北は遠望根の山の松 南 

衣ヶ浦の波』の歌詞を見ると、現在は平仮名表記になった

ものの、内容は明治２６年制定当時と変わりありません。        

遠望根の山（遠望峰山・とぼね山）は塩津小から見えるの

ですが、南に目を向けても「衣ヶ浦」は見えません。ずっと

前から気になっていたのですが、「衣ヶ浦の波」というのは

どこの海岸の波なのでしょうか。          
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塩津小から見た公民館と「とぼね山」 

生涯学習講座「己書（おのれしょ）」の参加者を募集します 

自分の中にある言葉やイメージを描いてみませんか。文字や絵が苦手な方も歓迎します。 

さぁ！一緒に「己書（おのれしょ）」を始めましょう  

日 時   10 月６日（日） 午前 10 時～12 時 

場 所   塩津公民館 2 階 講義室 

対象・定員  市内在住・在勤の 10 歳以上の方

15 名（先着順） 

参加費   1 作品 500 円 

（ただし、時間の都合上 3 作品まで） 

持ち物  筆記用具 

申込み  9 月３日（火）～9 月 1７日（火） 

塩津公民館（☎・FAX68-3819）へ 

左の写真は、「昭和

２０年代初期米軍撮

影航空写真」（市博物

館蔵）です。撮影時期

は昭和２2～２3 年と

なっています。 

目印となる大きな

建物に注目します。 

中央やや左、山の東

側にあるのが塩津小。

その南の道を、都川を

渡って東に進むと、尺

地川の東に東海レー

ヨンの工場（現イオン

の敷地）。中央北側に

白っぽく見えるのは

阿須賀が丘。建設中で

しょうか。塩津中は昭

和２３年４月に新築

移転。 

海に目を向けると、

小さな島は「亀岩」。海

岸には養鰻場・塩田・

埋立地が見えます。で

は「衣ヶ浦はどこ？」。

この答えを、小学校の

校長先生が示してく

ださいました。市の

HP にある「校歌に歌

われる風景」による

と、「校区を流れる３

つの川が流れ込む入

江・湾、東は犬飼湊の

さらに向こうまで」と

なりそうです。 

 

 


